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５月22日、古内小の児童28名が、地元の
茶畑で茶摘みを行いました。先生や保護者、
地域住民の方と協力して収穫にあたり、この

日の収穫量
は75キロ。
製茶したお茶は古内

小オリジナルのパッケ
ージにされ、6月13日、
役場や駐在所など町内
の施設に届けられました。



第
８
回
七
会
中
学
校

吹
奏
楽
部
演
奏
会

６
月
８
日
、
七
会
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

第
８
回
七
会
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会
が
行
わ

れ
、
多
数
の
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
会
場
に

足
を
運
び
ま
し
た
。

現
在
七
会
中
吹
奏
楽
部
の
部
員
は
２
年
生
９

人
、
３
年
生
３
人
の
合
計
12
人
。
少
な
い
人
数

な
が
ら
、
こ
の
演
奏
会

の
た
め
に
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
練
習
や
常
盤
大

学
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

と
の
合
同
練
習
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
常
北
中
吹
奏

楽
部
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
た
く
さ

ん
の
方
が
見
守
る
な
か
、
す
ば
ら
し

い
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
表
彰

多
年
に
わ
た
り
住
民
と
行
政
の
か
け
橋
と
し
て
、
地
域
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
５
人
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
方

が
、
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
と
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

加
藤
　
せ
き
さ
ん
（
上
赤
沢
）

仲
田
ま
ち
ゑ
さ
ん
（
塩
　
子
）

大
座
畑
　
勝
さ
ん
（
塩
　
子
）

（
３
人
の
方
は
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
長
表
彰
も
受
賞
）

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
長
表
彰

小
山
　
節
子
さ
ん
（
石
　
塚
）

岸
野
　
教
譽
さ
ん
（
徳
　
蔵
）

高
ク
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
３
回
城
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
５
月
26
日
、
う
ぐ
い
す
の

里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
高
ク
連
会
員
の
方

73
チ
ー
ム
、
217
人
が
参
加
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。

団
体
・
個
人
で
順
位
を
競
い

な
が
ら
も
、
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を

す
る
と
笑
い
が
お
こ
る
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
試
合

は
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
の
部

優
　
勝

磯
野
長
生
会
・
茂
木
忠
勝
チ
ー
ム

準
優
勝

津
部
本
郷
衛
寿
会
・
大
畑
　
實
チ
ー
ム

第
３
位

下
赤
沢
長
生
会
・
岩
下
昭
二
チ
ー
ム

個
人
の
部

優
　
勝

吉
田
　
潔
　
（
下
青
山
）

準
優
勝

冨
永
　
信
一
（
磯
　
野
）

第
３
位

神
長
　
三
郎
（
御
前
山
）

春
季
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

春
季
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
５
月
18
日
に
常

北
公
民
館
体
育
室
・
常
北
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
９
チ
ー
ム
が

出
場
し
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
た
試
合
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

フ
レ
ン
ズ
　
　
準
優
勝

ド
リ
ー
ム

第
３
位

シ
ャ
イ
ニ
ン
グ

同

桂
ス
パ
ー
ク

優勝したフレンズ

さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え

６
月
４
日
、
常
北
幼
稚
園
の

園
児
が
、
近
所
の
畑
で
さ
つ
ま

い
も
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し

た
。
園
長
先
生
か
ら
植
え
方
の

説
明
が
あ
り
、
園
児
一
人
ひ
と

り
に
２
本
ず
つ
苗
が
配
ら
れ
る

と
、
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
っ
た
う
ね

に
穴
を
掘
り
、
苗
を
丁
寧
に
植

え
て
上
か
ら
土
を
か
ぶ
せ
ま
し

た
。園

児
た
ち
は
苗
植
え
を
し
て
手
が
真
っ
黒
に
な
り
ま

し
た
が
、「
一
生
懸
命
働
い
た
手
だ
ね
」
と
先
生
に
褒

め
ら
れ
、
と
て
も
誇
ら
し
げ
で
し
た
。
最
後
に
お
日
さ

ま
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
、「
パ
ワ
ー
！
」
と
大
き

な
声
で
言
い
な
が
ら
苗
た
ち
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぎ
込
み
、
大
き
な
お
い
も
が
き
る
よ
う
に
と
願
い
を
こ

め
ま
し
た
。

植
え
た
の
は
「
ベ
ニ
ア
ズ
マ
」
の
苗
で
、
や
き
い
も

な
ど
に
す
る
と
お
い
し
い
品
種
の
芋
で
す
。
秋
に
は
ま

た
み
ん
な
で
収
穫
し
て
、
芋
煮
会
を
す
る
予
定
で
す
。

桜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
少
年
野
球
大
会

石
塚
ビ
ッ
ク
ス
優
勝
！

６
月
１
日
、
石
岡
市
八
郷

総
合
運
動
公
園
ほ
か
２
か
所

で
第
３
回
桜
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
少
年
野
球
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

近
隣
の
野
球
少
年
団
24
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
城
里
町
か

ら
出
場
し
た
石
塚
ビ
ッ
ク
ス

が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

石塚ビックス
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青
山
の
自
然
を
守
る
会
　

森
の
下
刈
り
・
清
掃
を
実
施

「
青
山
の
自
然
を
守
る
会
」
で
は
、
毎
年
、
５

〜
６
月
に
環
境
美
化
と
自
然
保
護
を
目
的
と
し
、

青
山
神
社
周
辺
の
森
の
下
刈
り
と
清
掃
作
業
を
一

斉
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
６
月
８
日
に
上
青
山
・
下
青
山
地
区

の
住
民
の
方
と
青
山
小
学
校
の
先
生
方
あ
わ
せ
て

約
160
人
が
朝
早
く
か
ら
集
ま
り
、
青
山
神
社
周

辺
の
森
の
清
掃
に
あ
た
り
ま
し
た
。
手
際
よ
く
作

業
が
行
わ
れ
、
１
時
間
半
ほ
ど
で
参
道
や
周
辺
は

見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

青
山
神
社
周
辺
の
森
は
県
か
ら
「
青
山
緑
地
環

境
保
全
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
朝

日
新
聞
社
と
県
な
ど
が
公
募
・
選
定
し
た
「
茨
城

の
自
然
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
自
然
あ
ふ
れ

る
貴
重
な
森
で
す
。
し
か
し
、
地
面
に
光
が
差
し

込
ま
ず
木
の
立
ち
枯
れ
な
ど
が
お
き
て
お
り
、
地
元
住
民
の
方
が
森
を
荒

廃
さ
せ
な
い
た
め
に
植
栽
や
下
刈
り
を
行
い
、
定
期
的
に
「
森
の
手
入
れ
」

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
こ
の
下
刈
り
・
清
掃
作
業
も
20
年
目
を
迎
え
た
そ
う
で
、
今
後
も

地
域
で
協
力
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

城
里
町
軟
式
野
球
連
盟
野
球
大
会

平
成
20
年
度
第
１
回
城
里
町
軟
式
野
球
連
盟

野
球
大
会
が
、
５
月
11
日
と
18
日
の
２
日
間

に
わ
た
っ
て
町
内
３
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
に
は
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
の
こ
も

っ
た
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
試
合
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

雷
神
会

準
優
勝

七
会
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

第
３
位

Ｋ
―
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
Ｓ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ズ

公
民
館
に
美
し
い
花
を
！

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
花
の
苗
を
寄
贈

み
ど
り
の
日
に
ち
な
ん
だ
緑
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も

城
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
根
本
一
雄
会
長
）
よ
り
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
・
サ
ル
ビ
ア
・
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
の
花
の
苗
、
約
１
０
０
０

株
が
常
北
公
民
館
、
七
会
公
民
館
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
、
各
支
所

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

６
月
５
日
に
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
、
常
北
公
民
館
前
の
花
壇

に
１
本
１
本
丁
寧
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

初
夏
か
ら
初
秋
に
掛
け
色
と
り
ど
り
の

美
し
い
花
々
が
、
来
館
す
る
皆
さ
ん
を

優
し
く
お
迎
え
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

訂
　
正

広
報
し
ろ
さ
と
６
月
号
３
頁
、
ニ
ュ
ー
ス
城
里
の
陶
炎
祭
小
学
生
土
面
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
記
事
の
内
容
で
、
陶
炎
祭
賞
を
受
賞
し
た
七
会
西
小
の
「
男
女
鴨
沙

織
」
さ
ん
は
「
男
女
嶋
沙
織
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル

磯
の
生
き
物
観
察
教
室

６
月
２
日
、
大
洗
町
「
磯
浜

海
岸
」
に
お
い
て
磯
の
生
き
物

観
察
教
室
が
開
催
さ
れ
、
町
内

の
小
学
３
年
生
39
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

当
日
は
波
が
荒
く
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

磯
で
は
生
き
物
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

岩
に
付
着
し
て
い
る
ム
ラ
サ
キ
ガ
イ
や
バ
フ
ン
ウ
ニ
を

見
つ
け
て
は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

な
か
に
は
夢
中
に
な
っ
て
全
身
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
る

子
も
い
ま
し
た
が
、
捕
ま
え
た
ア
メ
フ
ラ
シ
や
ヒ
ト
デ

な
ど
を
互
い
に
見
せ
合
い
、
「
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い

る
」
・
「
形
が
面
白
い
」
な
ど
と
興
味
深
く
観
察
し
て

い
ま
し
た
。

獲
っ
た
生
き
物
は
海
に
還
す
「
キ
ャ
ッ
チ
･
ア
ン

ド
･
リ
リ
ー
ス
」
を
行
い
、
磯
の
生
き
物
の
生
態
と
、

命
や
自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

町
内
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
内
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
５
月
25
日
、
常
北

公
民
館
体
育
室
・
常
北
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
９
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
た
白
熱
の
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優
　
勝

キ
ン
グ

準
優
勝

ド
リ
ー
ム

第
３
位

Ｊ
ク
ラ
ブ

優勝した雷神会

優勝したキング

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル

ほ
た
る
観
察
会

ほ
た
る
観
察
会
が
、
６
月
14
日
に
岩

船
地
区
に
て
実
施
さ
れ
、
町
内
小
学
生

と
保
護
者
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
が
暮
れ
る
と
肌
寒
く
、
ほ
た
る
が

見
ら
れ
る
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
例

年
よ
り
多
く
の
ほ
た
る
の
飛
び
交
う
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
子
ど
も
も
大
人
も
「
あ
そ
こ
に
も
い
る
」「
き
れ
い
だ
ね
」

「
た
く
さ
ん
い
る
ね
」
と
、
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。
講
師
の
根
本
邦

宏
先
生
の
、「
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
よ
り
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
方
が
、

水
が
き
れ
い
で
な
い
と
す
ぐ
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
が
い
る
の
は
そ
れ
だ
け
、
き
れ
い
な
水
の
あ
る
と
こ
ろ
な

ん
だ
よ
。」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
る
夜
で
し
た
。
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高齢受給者証の有効期限は平成20年7月31日までとなっております。新しい高齢受給者証は７月下
旬に送付いたします。

負担割合は、毎年８月１日から１年間、前年の住民税課税所得をもとに判定を行います。

医療費の自己負担割合の判定基準

※所得に応じて自己負担割合などが決まりますので、忘れずに所得の申告をしましょう。

●医療機関窓口には、保険証とともに高齢受給者証を忘れずに提出しましょう。

国民健康保険　高齢受給者証をお持ちの方へ

自己負担割合の判定について

１ヶ月に支払った医療費が高額になり自己負担限度額を超えた場合、保険課窓口に申請し認めら

れると、高額療養費として支給されます。

負担区分が「一般」の被保険者は、被保険者及び世帯員全員が住民税非課税の場合、低所得Ⅱ・

低所得Ⅰに該当になり、保険課窓口に申請して「限度額適用・標準負担額減額認定証」の認定を受

けると、入院時の窓口負担や食事代が引き下げられます。

低所得Ⅱ……本人及び世帯員全員が住民税非課税の場合

低所得Ⅰ……本人及び世帯員全員が住民税非課税かつ各種所得から必要経費・控除を引いた所

得が０円となる場合

自己負担限度額・標準負担額（入院時の食事代）

※「α」は、医療費が267,000円を超えた場合、その超過額の１％が加算されます。
※（ ）内は過去12ヶ月に4回を超える高額療養費の支給があった場合の４回目以降の自己負担限度額となります。
※低所得Ⅱの方で過去12ヶ月の間に90日を超える入院があった場合、申請により160円となります。

申請方法 印鑑・保険証を持参の上、保険課窓口で申請してください。

※過去12ヶ月の入院日数が90日を越える場合は、入院証明書又は領収書を持参ください。

有効期間 平成20年８月１日から平成21年７月31日まで

※８月以降に申請の場合、申請日の月の初日から平成21年7月31日まで

【問合せ】 保険課　 029－240－6630

限度額適用・標準負担額減額認定証の申請について

現役並み
所 得 者

同一世帯に住民税課税所得が145万円以上の70歳以上75歳未満の国保被保
険者がいる方。
年収が２人世帯で520万円未満、単身世帯で383万円未満の場合

▼
申請していただくと２割負担（平成21年３月までは１割負担）になります。

３割

区　分 判　　定　　基　　準 負担割合

一　　般 上記以外の場合 ２割
（平成21年3月までは1割）

区　　分
自己負担限度額 入院時の食事代

外　　来 入　　院 世帯単位 （1回当たり）

現 役 並 み 44,400円 80,100円＋α 80,100円＋α
所　得　者 （44,400円） （44,400円） 260円
一　　　般 12,000円 44,400円 44,400円

低 所 得 Ⅱ 24,600円 24,600円
入院90日まで　210円

8,000円 入院90日超　　160円
低 所 得 Ⅰ 15,000円 15,000円 100円
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負担割合は、毎年８月１日から１年間、前年の住民税課税所得をもとに判定を行います。

医療費の自己負担割合の判定基準

後期高齢者医療被保険者証の有効期限は平成21年７月31日までとなっておりますが、平成20年８
月１日から自己負担割合が変更になる方にのみ、被保険者証の差し替えのお知らせをいたします。

※負担割合の判定方法について、これまでは世帯内の被保険者及び70歳以上の方の所得及び収入で判定して
いましたが、平成20年８月１日以降の判定については、世帯内の被保険者の所得及び収入で判定します。
この判定基準の変更に伴い新たに現役並み所得者となった方については、自己負担限度額は「一般」にな
る経過措置が設けられます。

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ

自己負担割合の判定について

１ヶ月に支払った医療費が高額になり自己負担限度額を超えた場合、保険課窓口に申請し認めら
れると、高額療養費として支給されます。
負担区分が「一般」の被保険者は、被保険者及び世帯員全員が住民税非課税の場合、区分Ⅱ・区

分Ⅰに該当になり、保険課窓口に申請して「限度額適用・標準負担額認定証」の認定を受けると、
入院時の窓口負担や食事代が引き下げられます。

区分Ⅱ……本人及び世帯員全員が住民税非課税の場合
区分Ⅰ……本人及び世帯員全員が住民税非課税かつ各種所得から必要経費、控除を引いた所得

が０円となる場合

自己負担限度額・標準負担額(入院時の食事代)

※「α」は、医療費が267,000円を超えた場合、その超過額の１％が加算されます。
※（ ）内は過去12ヶ月に4回を超える高額療養費の支給があった場合の４回目以降の自己負担限度額となります。
※区分Ⅱの方で過去12ヶ月の間に90日を超える入院があった場合、申請により入院時の食事代が１回当たり160円となります。

申請方法 該当される方には７月中旬以降、通知を送付しますので保険課窓口で申請してください。
※過去12ヶ月の入院日数が90日を越える場合は、入院証明書又は領収書を持参ください。

有効期間 平成20年８月１日から平成21年７月31日まで
※８月以降に申請の場合、申請日の月の初日から平成21年７月31日まで

【問合せ】 保険課　 029－240－6630
後期高齢者医療広域連合事業課・給付課　 029－309－1213

限度額適用・標準負担額認定証の申請について

現役並み
所 得 者

同一世帯に住民税課税所得が145万円以上の後期高齢被保険者がいる方。
年収が2人世帯で520万円未満、単身世帯で383万円未満の場合

▼
申請していただくと1割負担になります。

３割

区　分 判　　定　　基　　準 負担割合

一　　般 上記以外の場合 １割

区　　分
自己負担限度額 入院時の食事代

外　　来 入　　院 世帯単位 （1回当たり）

現 役 並 み 44,400円 80,100円＋α 80,100円＋α
所　得　者 （44,400円） （44,400円） 260円
一　　　般 12,000円 44,400円 44,400円

区　分　Ⅱ 24,600円 24,600円
入院90日まで　210円

8,000円 入院90日超　　160円
区　分　Ⅰ 15,000円 15,000円 100円
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国
保
七
会
診
療
所
　
上
井
雅
哉

『
虫
さ
さ
れ
』
の

対
処
法

夏
は
キ
ャ
ン
プ
や
山
登
り
、
川

遊
び
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
で
楽
し
む

予
定
の
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
自
然
の
中
に
は
蚊
や

ハ
チ
、
ブ
ユ
、
毛
虫
、
ム
カ
デ
な

ど
人
を
刺
す
虫
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
な
か
で
も
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る

と
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
、
通
常
は

激
し
く
痛
み
、
赤
く
は
れ
あ
が
り

ま
す
。
ハ
チ
毒
は
水
に
溶
け
や
す

い
の
で
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
ら
ま

ず
傷
口
を
流
水
で
よ
く
洗
い
流

し
、
毒
を
し
ぼ
り
出
し
ま
す
。
そ

の
際
、
口
で
吸
う
の
は
避
け
ま
し

ょ
う
。
毒
を
出
し
た
あ
と
は
ス
テ

ロ
イ
ド
含
有
の
か
ゆ
み
止
め
軟
膏

を
塗
布
し
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

な
ど
に
刺
さ
れ
る
と
、
30
分
以
内

に
全
身
の
か
ゆ
み
や
呼
吸
困
難
、

血
圧
低
下
な
ど
の
重
い
症
状
（
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
）
を

起
こ
す
特
異
体
質
の
人
が
い
ま

す
。
こ
れ
は
大
変
危
険
で
生
命
に

か
か
わ
る
の
で
、
少
し
で
も
様
子

が
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
救
急
車

を
呼
ぶ
な
ど
の
速
や
か
な
対
応
が

必
要
で
す
。

巣
を
見
つ
け
た
ら
近
づ
か
ず
、

ハ
チ
が
寄
っ
て
き
て
も
手
で
払
っ

た
り
急
に
向
き
を
変
え
た
り
せ
ず

静
か
に
後
ず
さ
り
し
て
逃
げ
る
の

が
よ
い
そ
う
で
す
。
黒
い
服
は
ハ

チ
の
標
的
に
な
り
や
す
い
の
で
、

淡
い
色
の
服
に
白
っ
ぽ
い
帽
子
を

か
ぶ
る
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
匂
い
の
す
る
も
の
を

攻
撃
す
る
性
質
が
あ
る
の
で
、
香

水
や
香
り
の
強
い
化
粧
品
・
整
髪

料
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

３
〜
５
㎜
程
度
の
小
型
の
ハ
エ

の
よ
う
な
血
を
吸
う
虫
で
、
刺
さ

れ
た
と
き
は
あ
ま
り
か
ゆ
み
を
感

じ
ま
せ
ん
が
、
半
日
ほ
ど
た
つ
と

赤
く
は
れ
、
激
し
い
か
ゆ
み
を
生

じ
ま
す
。
は
れ
と
か
ゆ
み
は
１
週

間
程
度
続
き
熱
を
持
つ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
刺
さ
れ
た
ら
冷
却
し
、

か
ゆ
み
止
め
を
塗
布
し
ま
し
ょ

う
。
細
菌
が
入
り
化
膿
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
か
き
む
し
ら
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

チ
ャ
ド
ク
ガ
の
幼
虫
（
毛
虫
）

の
毛
に
は
毒
が
あ
り
、
触
れ
る
と

じ
ん
ま
し
ん
様
の
ぶ
つ
ぶ
つ
を
生

じ
、
強
い
か
ゆ
み
を
覚
え
ま
す
。

刺
さ
れ
た
ら
こ
す
ら
ず
流
水
で
洗

い
流
す
か
粘
着
テ
ー
プ
で
毛
を
除

き
、
早
め
に
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
な

ど
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。

野
外
で
虫
に
刺
さ
れ
な
い
た
め

に
は
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用

し
、
で
き
る
だ
け
露
出
部
分
を
減

ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
露
出
部

分
に
は
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
を
噴
霧

し
て
お
く
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

刺
さ
れ
て
症
状
が
強
く
で
た
場
合

は
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

Dr.

健
康
コ
ラ
ム

《
ハ
チ
》

《
ブ
ユ
》

《
虫
さ
さ
れ
の
予
防
》

《
毛
虫
》

城里町では、平成19年４月1日から平成20年３月末まで次のとおり閲覧を許可しましたので、住民基本台帳法
第11条第３項及び第11条の２第12項の規定に基づき公表します。

住民基本台帳閲覧状況の公表

申　出　者 請求事由の概要 閲覧年月日
住 民 の 範 囲

地 名 対　象　者 件数

株式会社 ビデオリサーチ 平成20年１月18日 大字石塚 20歳以上90歳未満の 20件
代表取締役　木村武彦 成人男女

自衛隊 平成20年１月31日 町内全域 平成２年４月２日から 151件
茨城地方協力本部長 平成３年４月１日の間
防衛事務官　杉本正明 生まれの男子

【問合せ】 町民課　 029－288－3111（内線110）

日本たばこ産業㈱が
実施する「2008年全
国たばこ喫煙者率調
査」の対象者抽出

自衛隊法第29条第１
項及び自衛隊法第35
条に基づく適齢者の
把握
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広　告

母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
を

対
象
に
「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
の

旅
」
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
希
望

の
方
は
、
参
加
費
を
添
え
て
健
康

福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

対
象
者

５
歳
〜
15
歳
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
母
子
及
び

父
子
家
庭
の
親
子
（
子
ど
も
の

み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

日
　
時

８
月
24
日

午
前
７
時
役
場
出
発
、
午
後
７

時
頃
役
場
到
着
予
定

場
　
所

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

参
加
費

大
人
２
５
０
０
円

小
人
１
５
０
０
円

募
集
人
員

20
組
程
度
（
先
着
40
人
）

定
員
を
超
え
た
場
合
は
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
に
な
り
ま
す

受
付
日
時

８
月
５
日
・
６
日
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
申
し
込
み
は
一
家
族
ご
と
と

し
、
代
理
の
方
に
よ
る
申
し
込

み
、
ま
た
、
電
話
で
の
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
と
生

計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童

が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長

で
き
る
よ
う
に
、
生
活
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
た

制
度
で
す
。

受
給
で
き
る
方

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
18

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
、

身
体
・
精
神
に
障
害
の
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
母
（
母

が
養
育
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

手
続
の
方
法

新
た
に
認
定
を
受
け
た
い
場
合

は
、
健
康
福
祉
課
へ
「
認
定
請
求

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
に
は
７
月
下
旬
頃

「
現
況
届
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
８
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〜
防
ご
う
犯
罪
と
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り
〜

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

町
で
は
、
実
施
委
員
会
を
組
織

し
、
関
係
機
関
や
団
体
と
協
力
し

な
が
ら
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
お
か

え
り
。」
で
す
。
過
去
に
罪
を
犯

し
た
人
の
更
生
を
信
じ
、
立
ち
直

り
を
地
域
社
会
の
中
で
支
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

図
書
室
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
の

開
室
時
間
を
午
後
６
時
ま
で
延
長

し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
　
間

７
月
23
日
〜
８
月
31
日
　

※
８
月
13
日
〜
15
日
を
除
く

夏
場
は
、
暑
さ
や
行
楽
に
よ
る

疲
れ
な
ど
に
よ
り
注
意
が
散
漫
に

な
り
や
す
い
時
期
で
す
。
ゆ
と
り

と
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が

け
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
職
場
や
友

達
と
お
酒
を
飲
む
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
の
で
、
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ

ー
を
決
め
て
絶
対
に
飲
酒
運
転
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
20
年
度
の
運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
青
少
年
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

・
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
の
旅
」

参
加
者
募
集

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
調
月
間

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

７
月
20
日
〜
８
月
20
日

コ
ミ
セ
ン
城
里
の
図
書
室

開
室
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

問
合
せ

健
康
福
祉
課

０
２
９
―
２
４
０
―
６
５
５
０

問
合
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

０
２
９
―
２
８
８
―
６
１
０
０

問
合
せ

健
康
福
祉
課

０
２
９
―
２
４
０
―
６
５
５
０

申
込
先
・
問
合
せ
　

健
康
福
祉
課

（
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

０
２
９
―
２
４
０
―
６
５
５
０

訂
正広

報
し
ろ
さ
と
６
月
号
10
頁
の
診
療

所
の
診
療
時
間
の
内
容
に
一
部
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

七
会
診
療
所（
医
科
）
土
曜
日
14
時
〜
17

時
「
×
」→

「
○
」
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採
用
日

平
成
21
年
４
月
１
日

受
験
資
格
　

警
察
官
Ａ
…
昭
和
54
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）を
卒
業
し
た
人
、

も
し
く
は
平
成
21
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
又

は
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等

と
認
め
る
人
。

警
察
官
Ｂ
…
昭
和
54
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
警
察
官

Ａ
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な
い

人
採
用
予
定
人
員

男
性
警
察
官
Ａ：

43
人

女
性
警
察
官
Ａ：

２
人

男
性
警
察
官
Ｂ：

37
人

女
性
警
察
官
Ｂ：

３
人

第
１
次
試
験

９
月
21
日

受
付
期
間

７
月
１
日

〜
８
月

18
日

ま
で

日
　
時

７
月
27
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

雨
天
の
場
合
中
止（
小
雨
決
行
）

場
　
所

飯
田
ダ
ム
（
笠
間
市
）

内
　
容

ダ
ム
監
査
廊
（
ダ
ム
堤

体
内
の
管
理
点
検
用
通
路
）

の
見
学
、
パ
ネ
ル
展
示

※
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ

●
第
48
回
水
戸
黄
門
ま
つ
り

（
水
戸
市
）

花
火
大
会

日
　
時

８
月
１
日

場
　
所

千
波
湖
畔
及
び
湖
上

パ
レ
ー
ド

日
　
時

８
月
２
日

、
３
日

場
　
所

水
戸
市
上
市
〜
下
市
、

水
戸
芸
術
館
広
場
等

内
　
容

水
戸
黄
門
パ
レ
ー
ド
、

山
車
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等

茨
城
県
警
察
官
採
用
試
験

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

（
７
月
21
日
〜
31
日
）

飯
田
ダ
ム
見
学
会

問
合
せ

笠
間
警
察
署
警
務
係

０
２
９
６
―
７
３
―
０
１
１
０

問
合
せ

那
珂
水
系
ダ
ム
建
設

事
務
所
管
理
課

０
２
９
―
２
８
８
―
２
９
６
０

飯
田
ダ
ム
管
理
所

０
２
９
６
―
７
２
―
７
９
５
０

問
合
せ
水
戸
黄
門
ま
つ
り
実
行
委
員
会

０
２
９
―
２
２
４
―
０
４
４
１

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

おお
出出
かか
けけ
くく
だだ
ささ
いい
！！

航 空 学 生 一般曹候補生 ２等陸・海・空士
（海・空） （陸・海・空） （21年３・４月入隊）

受 付 期 間 ８月１日～９月10日 ８月１日～９月10日
男子　年間を通して受付
女子　８月１日～９月10日

応 募 資 格 高卒（見込含）以上21歳未満 18歳以上27歳未満 18歳以上27歳未満

第１次試験日 ９月23日 ９月20日
男子　９月中旬（指定日）
女子　９月28日

第２次試験日 10月９日～16日の間の指定する日 10月９日～16日の間の指定す （２次試験なし）
（合格者のみ３次試験あり） る日

初 任 給 等 159,500円（学歴・経歴等により増額）・ボーナス年２回（約4.5ヶ月分）・その他各種手当
衣　食　住 無料で支給

入隊後約６年間で幹部パイロ 入隊後約３年以降、選考によ 陸上は２年、海上・航空は３
そ　の　他 ットになります。 り３等陸・海・空曹に昇任し 年１任期として採用されます。

ます。 （以降１任期２年として、継続可能）

役場町民課　 029‐288‐3111（内線114）
問　合　せ 自衛隊茨城地方協力本部 水戸募集案内所　 029‐226‐9294

http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/ hq1-ibaraki@pco.mod.go.jp

平成20年度自衛官募集

HP
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野
の
花
を
押
し
流
し
て
は
代
田

し
ろ
た

掻か

く

飯
　
田
　
勇
　
一

雨
音
を
聞
き
耳
立
て
て
若
葉
揺
れ

山
　
崎
　
正
　
行

茅
葺

か
や
ぶ
き

の
七
堂
伽
藍
著
莪

し
ち
ど
う
が
ら
ん
し
ゃ
が

の
花

今
　
瀬
　
多
代
美

赤
き
実
を
誇
張
し
て
を
り
若
楓

田
　
所
　
厚
　
子

人
の
名
を
忘
れ
て
し
ま
ひ
葱
坊
主

い
そ
べ
　
き
　
よ

紫
陽
花

あ

じ

さ

い

を
増
や
し
て
一
人
ぐ
ら
し
な
り

森
　
　
　
静
　
江

松
の
幹
黒
々
梅
雨
の
は
じ
ま
れ
り

鯉
　
渕
　
寿
美
恵

廻
廊

か
い
ろ
う

の
窓
い
っ
ぱ
い
に
初
夏
の
風

飯
　
村
　
昭
　
子

夏
帽
子
抱
え
る
草
の
花
白
し

竹
　
内
　
幸
　
子

苗
売
り
の
お
す
す
め
胡
瓜

き
ゅ
う
り

植
え
に
け
り

仲
　
田
　
ま
ち
ゑ

学
校
の
入
り
口
大
粒
蛇
苺

高
　
橋
　
芦
　
江

町
中
に
風
吹
き
わ
た
り
柿
若
葉

飯
　
村
　
愛
　
子

撥は

ね
返
す
日
の
燦
々

さ
ん
さ
ん

と
柿
青
葉

瀬
　
谷
　
博
　
子

七
時
半
姉
さ
ん
か
ぶ
り
の
茶
摘
み
篭

岩
　
下
　
金
　
司

五
月
雨
や
格
天

ご
う
て
ん

の
刻
み
ま
た
と
な
し

田
　
口
　
勝
　
元

コ
デ
マ
リ
や
真
白
き
花
の
清す

が

し
け
り

岩
　
下
　
通
　
子

沈
み
ゆ
く
夕
日
を
眺
め
あ
の
山
の

麓
に
残
る
生
ひ
立
ち
を
恋
ふ

佐
　
川
　
あ
　
や
　

梅
が
枝え

の
花
は
終
は
り
ぬ
ユ
キ
ヤ

ナ
ギ
の
白
群
れ
咲
け
る
偕
楽
の
園

杉
　
山
　
み
ち
こ

ボ
ケ
封
じ
の
観
音
祭
り
の
寺
庭
に

桜
吹
雪
は
限
り
な
く
散
る

宮
　
本
　
ふ
み
江

卯
月

う
づ
き

な
か
ば
庭
に
木
々
の
芽
あ
ま
た

出
で
て
い
の
ち
の
勢き

ほ

ひ
に
心
は
緊し

ま

る

所
　
　
　
美
恵
子

は
な
や
か
に
舞
ひ
散
る
花
は
悲
し
か

り
征
き
て
還
ら
ぬ
若
き
兵
あ
ら
ば

青
　
柳
　
京
　
子

わ
が
夫
も
風
の
身
と
な
り
さ
ら
さ
ら

と
桜
の
花
び
ら
散
ら
し
ゐ
る
ら
む

山
　
形
　
式
　
妙

耀
ひ
て
咲
き
満
つ
る
桜
夕
ぐ
れ
は

仄
か
に
白
く
闇
に
沈
め
り

渡
　
辺
　
千
紗
子

懸
命
に
戰
中
戰
後
生
き
居
し
に
想

ひ
も
よ
ら
ず
後
期
高
齢
者

秋
　
山
　
愛
　
子

一
面
に
水
張
ら
れ
た
る
畑
中
に
麦

の
穂
そ
よ
ぎ
田
植
ゑ
は
じ
ま
る

大
　
森
　
久
　
子

春
待
ち
て
咲
き
に
し
桜
惜
し
ま
る

る
一
夜
の
雨
が
無
情
と
な
れ
り

阿
良
山
　
ウ
メ
ノ

一
と
き
の
梅
雨
の
休
み
か
雲
う
す

く
稲
田
明
る
く
蛙
の
合
唱

仲
　
田
　
こ
　
う

そ
び
え
立
つ
山
の
緑
の
黒
ず
み
て

か
す
か
に
白
く
雨
上
が
り
の
霧

富
　
田
　
欽
　
子

病
み
伏
し
て
心
の
傷
も
い
や
さ
れ

る
我
が
家
は
や
は
り
日
本
一
か
な

岩
　
下
　
美
知
野

夏
近
し
紅
き
た
す
き
に
日
よ
け
笠

茶
つ
み
嬉
し
き
唄
声
の
ど
か

市
　
川
　
義
　
子

見
の
か
ぎ
り
山
の
斜
面
を
咲
き
続
く
る

夢
色
む
ら
さ
き
の
か
た
く
り
の
花

枝
　
　
　
不
　
美

八
十
路
越
ゆ
る
生
命

い
の
ち

互
み
に
確
か
め

合
ひ
新
春
の
電
話
の
語
ら
ひ
長
し

片
　
見
　
和
　
枝

「
ダ
ム
」
と
な
り
湖
底
に
沈
む
こ

の
村
の
山
藤
を
悼
む
一
期
一
会
ぞ

川
　
上
　
千
代
子

夜
桜
の
灯あ

か
し

の
ゆ
れ
る
宿
を
取
り
夫つ

ま

の
喜
寿

き

じ

ゅ

を
息
等

こ

ら

と
祝
い
ぬ

島
　
　
　
愛
　
子

公
園
の
一
隅

い
ち
ぐ
う

占
め
る
Ｄデ

コ

51イチ
の
車
輪

く

る

ま

の
奥
に
宿
る
子
雀多

　
田
　
志
保
子

生
き
て
い
る
こ
の
幸
せ
を
思
い
つ
つ

八
十
路
す
ぎ
た
る
身
を
ひ
き
し
む
る

坪
　
井
　
き
よ
子

石
垣
の
石
ひ
と
つ
と
て
無
駄
な
ら

ず
人
生
埋
む
る
ひ
と
日
更
な
り

萩
　
谷
　
登
喜
子

晴
れ
し
朝
五
月
の
風
の
中
に
聞
く

ウ
グ
イ
ス
の
声
澄
み
て
響
き
来く

冨
　
田
　
佐
智
子

危
な
い
ね
も
み
じ
葉
は
っ
て
追
越
は

青
　
木
　
新
三
郎

タ
ク
シ
ー
は
公
費
負
担
で
ビ
ー
ル
付
き

富
　
田
　
多
　
蔵

二
日
酔
ネ
ク
タ
イ
の
色
ま
ち
が
え
る

永
　
井
　
英
　
陽

家
中
が
く
す
り
飲
ん
で
る
長
寿
国

中
　
島
　
芳
　
春

家
中
を
湿
ら
せ
て
梅
雨
な
が
い
す
る

山
　
本
　
隆
　
荘

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
に
乗
車

昨
年
の
２
月
よ
り
運
行
を
始

め
た
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
登

録
者
が
、
２
５
０
０
人
を
超
え

ま
し
た
。

当
初
は
高
齢
者
や
交
通
弱
者

の
た
め
に
巡
回
の
バ
ス
と
い
う

考
え
も
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の

事
例
等
を
検
討
し
て
い
く
中

で
、
デ
マ
ン
ド
方
式
（
乗
り
合

い
）
が
、
よ
り
効
率
的
で
サ
ー

ビ
ス
性
も
優
る
と
い
う
こ
と
で

導
入
し
ま
し
た
。

最
近
は
、
各
市
町
村
で
デ
マ

ン
ド
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
運
行
を
始
め
て
お
り
ま
す

が
、
城
里
町
は
県
内
で
２
番
目

に
導
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、
同

じ
よ
う
な
地
域
環
境
の
市
町
村

が
他
県
か
ら
視
察
に
訪
れ
て
お

り
ま
す
。

平
成
19
年
５
月
の
一
日
平
均

利
用
者
数
は
47
・
７
人
で
し
た

が
、
本
年
５
月
は
75
・
９
人
の

方
が
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
先
日
、
登
録
を
し
て
乗

車
し
て
み
ま
し
た
。

某
月
某
日
、
２
時
に
乗
車
し

よ
う
と
思
い
、
１
時
25
分
に
電

話
予
約
を
入
れ
ま
し
た
ら
「
○

○
方
面
の
そ
の
便
は
満
員
で
す

の
で
、
そ
の
次
の
３
時
で
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
丁

寧
な
お
断
り
な
の
で
、
３
時
の

便
に
乗
車
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
指
定
場
所
で
待
っ
て
い
る

と
、
３
時
２
分
に
タ
ク
シ
ー
が

到
着
し
ま
し
た
。
既
に
２
人
乗

車
し
て
い
た
の
で
私
と
３
人
で

乗
り
合
い
、
目
的
地
に
向
か
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
一
人

の
方
は
ペ
タ
ン
ク
大
会
の
帰
り

で
、
乗
車
券
を
一
枚
運
転
手
に

渡
し
、
自
宅
の
庭
ま
で
。
私
は

現
金
で
３
０
０
円
支
払
っ
て
目

的
地
ま
で
。
同
乗
の
も
う
１
人

の
方
は
、
私
た
ち
と
は
違
う
方

面
に
ご
自
宅
が
あ
る
よ
う
で
し

た
が
、
急
ぎ
で
は
な
い
か
ら
自

分
は
最
後
で
良
い
、
と
遠
回
り

に
お
付
き
合
い
く
だ
さ
り
、
そ

の
後
、
自
宅
の
方
へ
向
か
わ
れ

ま
し
た
。

運
行
ル
ー
ト
の
選
択
な
ど
運

転
手
さ
ん
も
大
変
な
と
こ
ろ
が

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ま
し
た
。

利
用
者
の
ご
意
見
、
現
場
の
状

況
等
も
よ
く
検
討
し
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
「
ふ
れ
あ
い
（
愛
）」

タ
ク
シ
ー
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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新着図書から

▼サハラ／笹本稜平／徳間
書店▼サウスポイント／よ
しもとばなな／中央公論新
社▼年下の男の子／五十嵐
貴久／実業之日本社▼遊女
（ゆめ）のあと／諸田玲
子／新潮社▼B型自分の説
明書／JamaisJamais／文芸
社▼知識ゼロからの寿司入
門／小原佐喜男／幻冬舎▼
蟹工船・党生活者／小林多
喜二／新潮社▼音楽遍歴／
小泉純一郎／日本経済新聞
出版社▼科学の扉をノック
する／小川洋子／集英社▼
男の老後力／鷲田小弥太／
海竜社▼「自分」から自由
になる沈黙入門／小池竜之
介／幻冬舎▼骨盤調整ペル
ヴィス・ダンス／Kyo／メ
ディアファクトリー▼こど
ものうたピアノ伴奏集ベス
ト100／音楽教材研究会／
民衆社▼地元にいながら都
会に負けない、地方発信型
ビジネスモデルの作り方／
上野真歳／クロスメディ
ア・パブリッシング▼世界
のサブカルチャー／屋根
裏／翔泳社▼大学ランキン
グ2009年版／朝日新聞出版
▼寝たきりにしない自宅介
護／峯村良子／小学館▼万
能川柳・デラックス1000／
仲畑貴志／毎日新聞社▼飛
田和緒のかぞくごはん／飛
田和緒／小学館▼新・恐竜
たち／黒川みつひろ／こぐ
ま社▼読みがたり茨城のむ
かし話／茨城民俗学

カレンダー 7・8月
日 月 火 水 木 金 土

7/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 8/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

山下惣一
創森社

中島隆信
東洋経済新報社

アラン・ワイズマン
早川書房

小路幸也
集英社

ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー

障
害
者
の
経
済
学

本
大
切
な
人
は
き
っ
と
、
そ
ば
に

い
る
―
。
４
世
代
ワ
ケ
あ
り
大
家
族

が
営
む
古
書
店
に
、
古
本
と
共
に
舞

い
込
む
謎
の
数
々
。
そ
の
答
え
か
ら

見
え
て
く
る
、
秘
め
ら
れ
た
思
い
や

絆
と
は
？
「
東
京
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
」

第
３
弾
。

【
日
経
・
経
済
図
書
文
化
賞
（
第
49
回
）】

子
供
を
自
立
さ
せ
る
こ
と
を
た
め
ら
う
障
害
者

の
親
、
設
備
は
立
派
だ
が
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
き

れ
て
い
な
い
施
設
、
使
い
づ
ら
い
運
賃
割
引
制

度
な
ど
、
障
害
者
福
祉
は
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
を

抱
え
て
い
る
。
経
済
学
の
冷
静
な
視
点
か
ら
、

障
害
者
の
本
当
の
幸
せ
を
考
え
る
。

人
類
が
消
え
た
世
界

い
ま
人
類
が
忽
然
と
姿
を
消
し
た

ら
、
世
界
各
地
で
は
い
っ
た
い
何
が

起
こ
る
の
か
。
世
界
中
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
、
最
新
の
科
学
的
知
見
に
も
と

づ
き
、
人
間
の
営
み
を
多
角
的
に
見

つ
め
な
お
し
て
描
き
上
げ
る
驚
愕
の

未
来
予
測
。

直
売
所
だ
よ
り

地
産
地
消
、
旬
産
旬
消
を
求
め
て
小

さ
な
農
産
物
直
売
所
を
営
む
著
者
が
、

日
々
の
田
畑
で
の
出
来
事
や
食
と
農
へ

の
思
い
を
綴
っ
た
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ

て
暮
ら
す
人
た
ち
へ
の
「
ふ
る
さ
と
通

信
」。『
読
売
新
聞
』
の
連
載
記
事
な
ど

を
ま
と
め
た
も
の
。

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
※夏休み期間中（7月23日～8月
31日）は9：00から開館します。

■休館日
○おはなし会 11:00から

読
書
感
想
文
課
題
図
書

第
54
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
図
書
は
、

夏
休
み
期
間
中
に
利
用
が
集
中
す

る
た
め
、
７
月
・
８
月
の
間
、
以

下
の
課
題
図
書
の
貸
出
期
限
を
１

週
間
と
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
学
校
低
学
年
の
部

▼
ふ
し
ぎ
な
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
さ

ん
／
み
や
に
し
た
つ
や
／
金
の
星

社
▼
ぼ
く
が
ラ
ー
メ
ン
た
べ
て
る

と
き
／
長
谷
川
義
史
／
教
育
画
劇

▼
か
わ
い
い
こ
ね
こ
を
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
／
な
り
ゆ
き
わ
か
こ

作
／
垂
石
眞
子
絵
／
ポ
プ
ラ
社
▼

ち
い
さ
な
あ
か
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
！
未
熟
児
っ
て
な
あ
に
／
リ

ヒ
ャ
ル
ト
・
デ
・
レ
ー
ウ
　
マ
ー

イ
ケ
・
シ
ー
ガ
ル
作
／
講
談
社

小
学
校
中
学
年
の
部

▼
３
年
２
組
は
牛
を
飼
い
ま
す
／

木
村
セ
ツ
子
作
／
相
沢
る
つ
子

絵
／
文
研
出
版
▼
ぼ
く
の
だ
い
す

き
な
ケ
ニ
ア
の
村
／
ケ
リ
ー
・
ク

ネ
イ
ン
文
／
ア
ナ
・
フ
ア
ン
絵
／

Ｂ
Ｌ
出
版
▼
花
に
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
／
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
テ
ー
ラ

ー
・
ラ
イ
ル
作
／
市
川
里
美
画
／

福
音
館
書
店
▼
今
日
か
ら
は
、
あ

な
た
の
盲
導
犬
／
日
野
多
香
子

文
／
増
田
／
勝
正
写
真
／
岩
崎
書

店

小
学
校
高
学
年
の
部

▼
チ
ー
ム
ふ
た
り
／
吉
野
万
理
子

作
／
宮
尾
和
孝
絵
／
学
研
▼
耳
の

聞
こ
え
な
い
子
が
わ
た
り
ま
す
／

マ
ー
リ
ー
・
マ
ト
リ
ン
作
／
日

当
／
陽
子
訳
／
フ
レ
ー
ベ
ル
館
▼

ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
／
テ
ィ
ム
・
ウ
ィ

ン
ト
ン
作
／
小
竹
由
美
子
訳
／

さ
・
え
・
ら
書
房
▼
な
ぜ
、
め
い

王
星
は
惑
星
じ
ゃ
な
い
の
？
科
学

の
進
歩
は
宇
宙
の
当
た
り
前
を
か

え
て
い
く
／
布
施
哲
治
／
く
も
ん

出
版

中
学
校
の
部

▼
と
な
り
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
／

早
見
裕
司
／
理
論
社
▼
曲
芸
師
ハ

リ
ド
ン
／
ヤ
コ
ブ
・
ヴ
ェ
ゲ
リ
ウ

ス
作
／
菱
木
晃
子
訳
／
あ
す
な
ろ

書
房
▼
天
馬
の
よ
う
に
走
れ
／
書

聖
・
川
村
驥
山
物
語
／
那
須
田

稔
／
ひ
く
ま
の
出
版



７月31日生まれ

双子なのに顔も性格も違
うけど、個性を大切に仲
良く育ってね。

星
野
明
日
美

あ

す

み

ち
ゃ
ん

未
来

み

き

ち
ゃ
ん
（
上
圷)

父
・
篤
史
さ
ん
　
母
・
美
音
子
さ
ん

7月生
人14

14広報しろさと 2008年7月

町の人口 6月1日現在

人　数 前月比

人口 22,401人 －44

男 10,943人 －16

女 11,458人 －28

世帯 7,363世帯 － 5

今月の納税
固 定 資 産 税（2期）
国民健康保険税（3期）
後期高齢者医療保険料（1期）

納期限：7月31日
納税には、簡単で便利な口
座振替をご利用ください

７月11日生まれ

優しい子に育ってね

加
藤
木
結
衣

ゆ

い

ち
ゃ
ん
（
阿
波
山
）

父
・
秀
幸
さ
ん
　
母
・
厚
子
さ
ん

７月７日生まれ

笑顔の可愛い夕七ちゃん
生まれてきてくれて本当に有り
難う。我が家の宝ものですネ☆

宮
本
　
夕
七

ゆ

な

ち
ゃ
ん
（
御
前
山
）

父
・
雄
太
さ
ん
　
母
・
希
望
さ
ん

７月26日生まれ

お兄ちゃん達の時と比べると、
のんびりと成長しています。
どんな子になるか楽しみです。

岡
田
　
隼
太
朗

し
ゅ
ん
た
ろ
う

く
ん
（
高
根
台
）

父
・
誠
さ
ん
　
母
・
ル
ミ
さ
ん

７月26日生まれ

ニコニコスマイルのすみれちゃ
ん。これからも大好きな葵おね
えちゃんといーっぱい遊ぼうね。

大
塚
　
菫

す
み
れ

ち
ゃ
ん
（
塩
子
）

父
・
一
彦
さ
ん
　
母
・
京
子
さ
ん

７月31日生まれ

お姉ちゃん、お兄ちゃ
んに負けず、元気に育
ってね。

小泉　美月
みつき

ちゃん（那珂西）
父・隆司さん　母・友子さん

７月10日生まれ

お兄ちゃん達２人に負けず
元気いっぱいのゆりちゃん。
ずっと兄弟仲良しでいてね

吉
田
百
莉
奈

ゆ

り

な

ち
ゃ
ん
（
上
青
山
）

父
・
考
志
さ
ん
　
母
・
美
裕
さ
ん

７月22日生まれ

おっとりしているけどお
姉ちゃんお兄ちゃんに負
けないようにね

山本　あいちゃん（粟）
父・英夫さん 母・陽子さん

７月19日生まれ

明るく元気で思いやりのある優
しい子になってね。颯花と、い
とこの莉詩とずっと仲良くね。

峯
島
　
佳
吾

け
い
ご

く
ん
（
御
前
山
）

父
・
徹
さ
ん
　
母
・
富
士
美
さ
ん

７月22日生まれ

いつも笑顔の藍ちゃん。
みんな藍ちゃんの笑顔に
癒されてます☆

大
橋
　
藍
子

あ
い
こ

ち
ゃ
ん
（
阿
波
山
）

父
・
亘
さ
ん
　
母
・
奈
保
子
さ
ん

６月30日発行


